
第２章 研究開発の経緯について 

 

１ 研究開発の経緯 

 ＳＳＨの指定を受け２年目となった本年度は、授業の一環として取り組んでいる「ＳＳ

科学」について、１年生は「ＳＳ科学Ⅰ」とし

て科学の基礎的な講義や実験実習を７つの項目

で行うこととし、２年生は「ＳＳ科学Ⅱ」とし

て昨年からの課題研究を続行することとした。

昨年は、１年生の後期から課題研究に取り組ん

だが、１年生の後期からではまだ基礎的知識や

技能が不足しており無理があった。今年からは

総合科学科生徒全員に対し、「ＳＳ科学Ⅰ」は「１

年生で基礎講座」、「ＳＳ科学Ⅱ」は「２年生で課題研究」、「ＳＳ科学Ⅲ」は３年生で希望

者が選択して「さらに研究を深化させる」という

 ２年生の「ＳＳ科学Ⅱ」での課題研

形を定着させていくこととした。 

究では、

参加の取り組み、希望者参加の取り組み

また、課外活動では、１年から３年までＳＳ

ク

 年には、選択科目「ＳＳ科学Ⅲ」を設定し、

９月の学園祭で２年生総合科学科全員が外来者

や１年生を対象にポスター発表を行った。また

この時に何人かの１年生のグループもポスター

発表を行った。年度末の２月には、研究を継続

した２年生を中心にＳＳＨ生徒発表会を実施し

た。 

 全員

はそれ程昨年と変わりはないが、積極的に外部

の企画に参加し始めていること、課題研究の成

果がでてきているため発表の機会が増え外部か

らの評価も得られ始めている。 

 

ラブ員（ＳＳゼミ）として課題研究の一部に

参加できることとした。実際、物理・パラボリッ

年生が協力して活動し、１・２年生の連携も生まれた。 

 

クフライトグループなどは、１年生・２

 

３

８月の全国大会に向けた課題研究総仕上げの時

間とすることとした。ただし、今年度は、開講

しないこととした。  
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